
掛 東 学 園 だ ࡼ り

－園学校࣭家庭࣭地域ࡀ思いࠊ࡚ࡋ࡟ࡘ୍ࢆ地域ࡢ子ࢆࡕࡓࡶ࡝育࡚ࡻࡋࡲう－

。東中࣭掛୍ᑠ࣭上内田ᑠ･西山口ᑠ࣭ࡾࡲࡔࡦ幼保࣭すࡇや࠿幼保࣭智ග幼࣭掛川特別支援学校࣭掛川工業高࣭第୍地区࣭第஧地区࣭南郷地区࣭上内田地区࣭西山口地区)

H「重ᖺ度ࠊࡣ西山口ᑠ学校ࡀ஦務局ࢆ担当ࡲࡋすࠕࡢ࡛ࡲࢀࡇࠋ笑顔࡛挨

拶 健ࠖࡢࡕࡓࡶ࡝子ࡢ地域ࠊࡋ継承࡚ࡋ࡜取組ࡢ共通ࢆ運動ࠖࢇわࢇわࢇわࠕ

や࡞࠿成長ࠊ࡟ࡵࡓࡢ掛東学園内ࡢ地域ࡢ皆様࡜園࣭学校ࡀ連携࡚ࡋ教育活

動ࢆ展開࡚ࡋいࡓࡁい࡜思いࡲすࡋࢁࡼࠋく࠾願いࡲࡋすࠋ

ࡀ育成支援協議会全体会ࡶ࡝H「重ᖺ度掛東学園子ࠊࡣ࡟(６月17日。土ࠊ࡚ࡉ

東中学校ࡢ体育館࡛行わࠋࡓࡋࡲࢀ

全体会࡛ࠊࡣ会長ࡢ岩本克治ࢇࡉや来賓ࡢ方々ࡽ࠿御挨拶ࢆいࠊࡁࡔࡓそ

自己紹௓や掛川市教育委員会ࡢࢇࡉ皆ࡢネ࣮タ࣮࢕ࢹ地域コ࣮ࡢ㸲人ࠊ後ࡢ

教育政策ᐊࡢ横井和好指ᑟ主஦ࡢࡽ࠿学園化構想

ࠋࡓࡋࡲࡾあࡀ説明ࡢ

コ࣮࢕ࢹネ࣮タ࣮ࡢ皆ࠊࡣࡽ࠿ࢇࡉ各地区࡛ࡢ

取組ࡢ様子ࡀ紹௓ࠊࡓࡲࠋࡓࡋࡲࢀࡉ福田様ࡽ࠿

育成支援ࡶ࡝子ࠊ࡚ࡋ代表ࢆネ࣮タ࣮࢕ࢹコ࣮ࡣ

協議会ࡢ組織やそࡢ働ࡘ࡟ࡁい࡚ࠊプࣞゼンࢆ使

ࠋࡓࡋࡲࡁࡔࡓい࡚ࡋࢆ説明࡞୎寧ࡓࡗ

福田浩文さࢇ㸦掛東中ࠊ智光幼㸧 宮本民雄さࢇ㸦掛一ᑠࠊひだࡲり㸧

地域コーディネーター

㸦 㸧 㸦 ࠊ 㸧青嶋利雄さࢇ 上内田ᑠ 兵藤嘉男さࢇ 西山口ᑠ すこや࠿

横井指ᑟ主஦ࡾࡼ

掛川市ࡢ教育ࡢ宝ࡣ㸱ࡘあࡲࡾすࠋձ࠿けࡀわ教育ࡢ日ղ掛

川࠾茶ࡢ間ᐉ言ճ中学校区学園化構想࡛す ࠋ園ࢆ教育力ࡢ地域ࠕ

࣭学校࡟取ࡾ込ࡳ教育࡟様々࡞効果ࡽࡓࡶࢆすࠖࡀࡢ学園化ࡢ

目的࡛すࠋ学園化ࡀ進ࠊࡳH「8ࡢ学校ボラン࢔࢕ࢸ参加者数ࡣ延

ࠋࡓࡋࡲ超えࢆ掛川市人口࡜万人」1࡭

ࠊࡾࡓࡋ適応࡟変化や環境ࡢ状況ࡢࡾ周ࠊࡣ時代࡛ࡢࡽ࠿ࢀࡇ

困難࡞状況࡟立ࡕ向ࡾࡓࡗ࠿すࡿ力ࠊࡀ子࡟ࡕࡓࡶ࡝求ࢀࡽࡵ

形ࡢ掛川型ᑠ中୍貫教育ࠊ迎えࢆࢪ࣮ࢸࢫ第㸰ࡶ学園化ࠋすࡲ

ࡿい࡚ࡵ進ࢆ城東中学校区や原㔝谷中学校区࡛研究ࠊࡋ模索ࢆ

ࠋすࡲࡋ願い࠾ࢆ協力ࡈ࡟学園化ࡿけ࠾࡟各地区ࡶ࡜௒後ࠋす࡛ࢁࡇ࡜

余談࡛すࠊࡀ全体会前日ࠊ体育館ࡢ準備࡟行く࡜中体連ࡢ大会ࢆ直前࡟控

えࡓ東中生ࡢ皆୍ࡀࢇࡉ生懸命練習ࢆ行࡚ࡗいࠋࡓࡋࡲ私ࡕࡓ関係職員ࡀ準

備ࢆ始ࡼࡵう࡜すࠊ࡜ࡿ部活動ࢆ終えࡢࡾ࠿ࡤࡓ東中生ࠊࡀ体育館全面ࡢ࡬

ࠋࡓࡋࡲࢀく࡚ࡗく行ࡼ大変手際࡚ࡋ率ඛࢆ࡝࡞࡭机や椅子並ࠊࡁ敷ࢺ࣮ࢩ

࡞࡟ࡕい気持ࡋ清々ࠊࡋ大変感心࡟良い挨拶ࡢࡕ気持ࠊ行動ࡓࡋ࡜ࡧࡁࡧࡁ

ࠋࡓࡋࡲいࡊࡈう࡜ࡀࡾあࢇࡉ皆ࡓࢀく࡚ࡋࢆ片付けࠊ会場準備ࠋࡓࡋࡲࡾ

横井指ᑟ主事

４人ࡢ地域ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ࡞ࡳࡢさࢇ

ᖹ成「重ᖺ８月号
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す ࡇ や ࠿ ࡇ ࡝ ࡶ 園



࡚ࡋ࡜中心ࢆ居住区ࡀ参加者ࠋ 10ࡓࡋࡲ行いࢆ分散会࡚ࢀ࠿分࡟グ࣮ࣝプࡢ

共通取組࡛あࠕࡿ笑顔࡛あいࠖࡘࡉやࠕわࢇわࢇわࢇ運動ࠖࡘ࡟い࡚ࠊ現状

※ɦ記Ƹ出さǕƨ意見ƔǒƷ抜粋や課題ࠊ௒後࡟向け࡚話ࡋ合いࠋࡓࡋࡲ

＜分散会報告＞

○成果 △課題 □意見

䛂笑顔䛷あいさつ䛃につい䛶

○地域Ʒ子ƲǋƨƪƸŴ挨拶をƢǔƱ返事ƕ返ƬƯくǔŵƜǕǇưƷ取組Ʒ成果ƕ

出ƯƖƯいǔŵƳƔưǋ特ƴ中学生Ʒ挨拶ƕ良いŵ

○挨拶を習慣ƴしƯいくƜƱƕ大切ŵ園Ŵ学校ư挨拶を教えƯくǕƯいǔƜƱƷ効

果ƕ大ƖいŵやƸǓŴ家庭Ŵ地域Ŵ学校ư挨拶を大切ƴしƯいƖƨい

ŵ ž ſž ſ Ŵž ſ○挨拶をƖƬƔƚƴ会話ƕ始Ǉǔ 挨拶Ƹ 心感ܤ 親しǈ を生ǈ 信頼関係

を築くŵ

△Ტ小学生ƷᲣႇ校班ưƷ朝ƷあいさƭƸŴ返ƬƯƜƳいŵ

ŵ Ŵ ŵ→大人ƕ範を示ƢƜƱƕ大事 大人ƕ笑顔ư挨拶しƳƚǕƹ 子ƲǋǋưƖƳい

→大人ƸŴ期待しƳいưǊƛƣƴ挨拶を続ƚƯいƚƹいいŵ大人Ɣǒ挨拶を心掛

地域䛷大人から挨拶の声䜢掛け䛶いこう䟿ƚƯいƖƨいŵ

䛂わ䜣わ䜣わ䜣運動䛃につい䛶

○学校や園ưƷ取組ƕあǔƷư意識しやƢいŵ子ƲǋƱ話し合うƖƬƔƚƴƳǔ

○子ƲǋƷ話しƨいƜƱを全部話さƤƯ聞くƜƱƕ大切ŵ

○様々Ƴ場面を見ƭƚƯƸ話しƔƚƯいǔŵ

Ტ夕飯Ʒ時Ŵ幼稚園Ʒ迎えƷ車Ʒ中Ŵ部活動Ʒ試合見学Ŵ

そƷ他ƷわƣƔƳ時間ƳƲưᲣ

○žƨƩいǇſƷ声ư今日Ʒ様子ƕあǔ程度わƔǔŵそǕ

ƴ合わƤƯŴǿǤミング良く声をƔƚǔǑうƴしƯいǔŵ

○中学生ưǋŴ学校Ʒख़痴ƳƲを話しƯいǔŵ話を聴くƜ

Ʊư気持ƪƕ落ƪ着くŵ

○小学校ư決ǊƯいǔ毎月15日ƸノȸメȇǣǢを意識Ƣǔ

日ƴƳƬƯいƯŴȆレビを消Ƣ日ƴしƯいǔŵ

△社会ƷƜƱȷ将来ƷƜƱƸŴƳƔƳƔ話ƤƳいŵ

→子ƲǋƱ話ƤǔƜƱƸႆᢋ段階ƴǑƬƯᢌいŴ社会や将来ƷƜƱƸ年齢ƕɥƕ

ǔƴ従ƬƯ話Ƥǔ範囲ƕ増えǔŵ中学生ƴƳǔƱ進路ƳƲ将来ƷƜƱǋ話Ƥǔ

ǑうƴƳǔŵ

運動ࢇわࢇわࢇわࠕ※ ： １日１࡟回ࡣ今日ࡢ出来事１ࠊࢆ週間１࡟度ࡣ身ࡢ回りࠖ ࠕ

うࡻしࡲ家庭࡛話しࢆ࡜こࡢ将来ࡣ１度࡟月࠿１ࠊࢆ࡜こࡢ ࠋいう活動࡜ࠖ

その他

△今Ǉư掛東学園ƕ理解ưƖƯいƳƔƬƨŵ浸透し始ǊƯいǔƕさǒƴ啓ႆƕ必要

子Ʋǋ自身ƴ考えさƤǔƜƱǋ大事ƴしƯ□子ƲǋƷ意見を聞く機会を持ƪƨいŵ

いƖƨいŵƜƷ学園Ʒ意義ƸそƜƴあǔŵ

→総合学習Ტ中３ᲣƷž区長Ʊ語ǔ会ſƸŴ今後ǋ続ƚƯǋǒいƨいŵ

□子ƲǋƸ地域Ʒ宝物ŵ地域をग़Ƣǔ子ƲǋƴƳƬƯ欲しいŵ地域Ʒ中ư育ƭ優し

さƕあǔƱ思うƷưŴǈƳư子Ʋǋƨƪを優しく見ܣǓ育ƯƯいƖƨいŵ

貴㔜ࡈ࡞意見ࡓࢆくࢇࡉいࡈࠋࡓࡋࡲࡁࡔࡓ多用࡞中ࠊ参加いࡔࡓいࡓ皆

様方あ࡜ࡀࡾうࡊࡈいࠋࡓࡋࡲ

࠙ᖹ成「9･」0ᖺ度事務局ࡣ掛川市立西山口ᑠ学校ࡀ担当しࡲすࠚ

分散会࡛ࡢ話し合い風景







 

   平成 29 年度 12 月号 

 掛 東 学 園 

   （掛川市立東中学校） 

－園・学校・家庭・地域が思いを一つにして、地域の子どもたちを育てましょう－   

（東中、掛一小、上内田小、西山口小、ひだまり幼保、すこやかこども園、智光幼、掛川特別支援学校、掛川工業高、第一地区、第二地区、南郷地区、上内田地区、西山口地区） 

 

 

「笑顔であいさつ」 

 朝、校長先生やＰＴＡの皆さんと挨拶運動をしています。 

挨拶とは一体何でしょう？ 

先ず、挨拶をするためには周りの人を認知する必要があり

ます。歩行者、自転車、自動車、通勤通学のために沢山の人

が行き交っています。それらの他者の存在を無視して歩いて

いると思わぬ事故にあってしまいます。「そこに人がいる。」

と相手の存在を認知するからこそ“挨拶”が出来るわけです。 

 “笑顔であいさつ”これがなかなか難しいものです。相手

を認知して「おはよう」と言葉を発することだけでは“笑顔

であいさつ”にはなりません。 

 “笑顔であいさつ”をするためには、相手への気遣いが必要です。相手を思いやる気持ちがないと

“笑顔で“になりません。”挨拶“とは単なる言葉の発声ではなく、相手とのコミュニケーションを始

めるための手段です。 

思春期の中学生には“大人が勝手に決めた儀礼的な挨拶”が“演技”や”偽善“、”嘘“に思えるの

かもしれません。そんな挨拶をしたくないのなら無理にしなくても良いと思います。彼らには挨拶を強

要された記憶よりも、大人から“温かい挨拶をされた記憶”の方が大事だと思います。やがて彼らも大

人になります。その時に“大人とは相手を思いやって挨拶するもの”だと記憶していてくれればよいと

思っています。 

挨拶を交わした生徒全員が幸福な大人になってくれたらいいなと思います。 

全ての生徒を均等に“成功”させることは出来ませんが、みんなに自分の“幸福”に気付かせること

は出来ると思っています。 

自分の周りには沢山の人がいて、その人たちと友人となり”仲良く生きる”ことが出来ると気付くこ

とです。これは、どの道を選んでも、どの場所で生きても、成功しても、成功しなくても得られる“幸

福”だと思うからです。 

その第一歩として、周りの他者の存在を尊重し、その人を優しく気遣い思いやりにあふれた“笑顔で

あいさつ”が最適だと思います。 

掛東学園地域コーディネーター 福田浩文 

「笑顔であいさつ」の掛東地域に 



地域の皆様の協力をいただき、活動を進めています

○総合的な学習の時間「掛川学」
東中では地域を題材にした「掛川学」として、地域の皆様の御協力をいただき学習を進

めています。１年生のテーマ「掛川を知る」では、掛川の観光や歴史についての講演を聞

き、掛川人の良さや報徳文化、掛川の魅

力を学びました。２年生「掛川ではたら

く」では、働くことの意義について講話

をいただきました。３年生「掛川を考え

る」では、「区長さんと語る会」にて地

区をよりよくするために区長さんと建設

的な意見を交換させていただきました。

○合唱指導をしていただきました
今年度も、合唱集会では伊達伸子様と竹花秀代様を講師に

お迎えし、基本的な発声法などをご指導いただきました。そ

の後も、伊達様と竹花様には合唱中間発表会でも引き続きご

指導いただきました。東陵祭合唱の部当日も審査員を務めて

いただきました。

○花壇に綺麗な花が咲いています
今年も体育館前の花壇を、西山口地区福祉協議会ボランティ

ア委員会花壇協力部の皆さんが整備してくださっています。過

日、ボランティアの皆さんと環境委員会の生

徒が共同で花壇の整備を行いました。現在、

色とりどりのパンジーなどの花がきれいに咲

いています。

○なないろび～んず公演
11月22日（水）に、西山口読み聞かせボランティア「なな

いろび～んず」の皆様による読み聞かせパフォーマンスを鑑

賞させていただきました。毎年、生徒たちはとても楽しみし

ているとともに、読書への関心を高める機会としています。

スクリーンに物語を映し出し、音響効果などの趣向を凝らし

た読み聞かせで、生徒たちを楽しませてくださいました。本

年度も感動のステージをありがとうございました。

○東中生が地域で活躍しました
① 11月19日（日） フェスタ西山口

西山口小学校出身の生徒が作品を出品しました。吹奏楽部が演奏を披露しました。

② 11月19日（日） 南郷文化祭

吹奏楽部が演奏を披露しました。南郷地区の生徒が、出店のボランティアとして

参加しました。

③ 12月２日（土） ひかりのオブジェ展

共同創作部が作品を出品しました。吹奏楽部が開会式で演奏を披露しました。



掛東学園だより
平成３０年３月号

掛 東 学 園

（掛川市立上内田小学校）

－園・学校・家庭・地域が思いを一つにして、地域の子どもたちを育てましょう－
（東中・掛一小・上内田小・西山口小・ひだまり幼保・すこやか幼保・智光幼・掛川工業高・第一地区・第二地区・南郷地区・上内田地区・西山口地区）

掛川市の教育の３つの宝（かけがわ教育の日、掛川お

茶の間宣言、掛川市学園化構想）として、平成25年度か

ら始まった掛川市学園化構想も５年目を迎えました。

今年度も掛東学園各園、校での共通した取り組みとし

て、『笑顔であいさつ（あいさつ運動）』と『わんわんわ

ん運動』を行ってきました。学園に属する園・校の保護

者の皆様からいただいたアンケートは以下のような結果

になりました。

項 目 昨年度 今年度

問２：あなたは『あいさつ運動』に取り組んでいますか ５７％ ６１％

問３：あなたは『わんわんわん運動』がどんな活動か知っていますか ５５％ ８２％

問４：あなたは『わんわんわん運動』に取り組んでいますか ３１％ ５４％

※「取り組んでいる」「知っている」など肯定的な回答の％

問５：お子さんとの会話はどんなことが多いですか

「うれしかったこと」「困ったこと」「友達のこと」「学校や先生のこと」が多かったです。

子どもたちが掛東学園を卒業するときは、義務教育から社会に巣立っていくときです。その時に向

けて幼少期から発達段階に応じて『今日あったこと』や『身の回り』のことを話せる家庭の中で育ち、

だんだん成長するに従って今度は『夢（将来）』を語れるようになり、希望を持って社会に飛び出して

いける子どもたちであってほしいですね。そして、夢を叶えるためにはやはり周りの人の協力は欠か

せません。そんなときに、いつの時代でも、どの世代でも大切なのが『笑顔であいさつ』ではないで

しょうか。まさに掛東学園共通の取組は子どもたちが夢と希望を叶えるための基礎づくりをしている

のだと思えてなりません。そう言う意味でも数値が向上したと言うことは夢に近づいた子どもが増え

たと思って良いのではないでしょうか。

さて、６／１７に東中学校で全体研修会を行い、保護者の方・地域の皆様・教職員が一同に会して

有意義な話し合いがもたれました。また、今年度特筆されることとして１１／１５には西山口小学校

で一貫教育研究会が行われ、掛東学園各園・校は子どもの発達段階に応じた『学び合い』『関わり合い』

をテーマに研修を深めていくことを共通理解し、各園・校が学力向上に向けて同じ方向を向いてスタ

ートした年となりました。

問１：「あなたは掛東学園子ども育成支援協議会がどんな会か知っていますか。」という問いに、「知

っている」と答えた人は６２％（昨年度６１％）でした。

掛東学園への意見・感想（主なもの）

・子どもが大きくなっても『わんわんわん運動』を続けていきたいです。

・掛東学園の運営に携わる皆さんの御意見を聞くことができる会はとても貴重で続けてほしいです。

・『わんわんわんの日』は子どもたちも「今日は何して遊ぶ？」と親子の時間を楽しみにしています。

・中学に入学するにあたり、他校との繋がりを持てる情報を得られる機会になりうれしく思います。

共通の取組も含め、次年度はさらに広報活動を広め、地域の子どもたちの健やかな成長のために、

地域の皆様と園・学校が連携して教育活動を展開していきたいと思います。よろしくお願いします。

※来年度も事務局は引き続き西山口小学校が担当します。



上内田小学校児童は地域の皆様の御協力により、今日も『げんきいちばん』で活動しています。

上内田小の児童 上内田地区まちづくり協議会ボランティア部の活動
は、全学年地域の ・にこじロード（一輪車ロード）拡張工事
行事に参加しま ・校庭の排水路
す。 設置工事

・校庭の土入れ
１年生…地区学習センターでの七五三 ・緑のカーテン
２年生…本校体育館での地区敬老会 設置
３年生…本校体育館での地区敬老会 ・樹木の剪定
４年生…本校体育館での地区文化祭 ・小屋の土盛り
５年生…本校体育館での地区文化祭 ・兎小屋製作の
６年生…地区学習センターでの平和の集い 指導

地域読み聞かせボランティア『１１ぴきのねこ』さ 地域の皆様や農協さんによる授業への協力
んによる毎月の読み聞かせや、クリスマスの ・ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ、絵手紙、生け花クラブ
特別企画。クリスマスの実演読み聞かせは劇 ・サツマイモのつるさしや芋掘り
団顔負けの演技！ ・お茶の生産から淹れ方まで

・デイサービスねねの里訪問
・上内田の歴史
探訪

・しめ縄づくり
・稲作

上内田サマースクール こじろうタイム校外編
卒業生も後輩の学習に協力してくれます。夏 世のため、人のためになろうと校内外を清掃
休みの数日間、中学生が本校児童に勉強を教 するにこじろうタイム。今年度の校外編はガ
えに来てくれます。 ードレール清掃。

上内田小学校は今年度
全国学校体育優良校を
受賞しました。本校は
２０年以上続く伝統の
一輪車（１）の歴史に、
にこじろう活動（２）、
参加型授業（３）を加
えた

です。


